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４ 月 １日 付 けで 思 川 開 発 建 設 所 長 と

して赴 任 いたし ました進 藤 でございます。

思 川 開 発 事 業 につ き まし ては 、平 素 よ り

格 別 のご高 配 を賜 り厚 く御 礼 申 し上 げま

す。 

当 事 業 は、思 川 の支 川 の南 摩 川 に多

目 的 ダムとして南 摩 ダムを建 設 し洪 水 調

節 を行 い、南 摩 川 、思 川 、利 根 川 の中 ・

下 流 地 域 の洪 水 被 害 を軽 減 します。また、

南 摩 ダ ム と 黒 川 、 大 芦 川 と を 導 水 路 で

連 絡 し、河 川 間 で水 の融 通 を行 うことで、

南 摩 川 等 の 既 得 取 水 の 安 定 化 及 び 河

川 環 境 保 全 等 のための河 川 流 量 の確 保

と栃 木 県 、 茨 城 県 、 埼 玉 県 、 千 葉 県 の

新 たな水 道 用 水 を確 保 するものです。 

 昨 年 度 は 、 南 摩 ダ ム 建 設 に 伴 う 移 転

契 約 を全 て完 了 いたしました。また、水 没

地 ９ 割 の 用 地 を 取 得 す る とと も に 、 黒 川

及 び大 芦 川 の取 水 ・放 流 工 につきまして

必 要 な用 地 を取 得 することができました。

移 転 者 の皆 様 、土 地 をお譲 りいただいた 

 

 

 

 

 

 

 

地 権 者 の皆 様 のご協 力 に対 し、あらため

まして御 礼 申 し上 げます。 

ま た 、 工 事 関 係 に つ き ま し て も 、 地 元

関 係 者 の皆 様 、鹿 沼 市 、栃 木 県 のご協

力 を 得 て 、 県 道 の 付 け 替 え 工 事 に 着 手

いた し ま した 。 わず か１ ５ ０ ｍ 区 間 の 道 路

工 事 ではありますが、当 事 業 を進 めていく

うえで、大 きな一 歩 を踏 み出 したと考 えて

おります。 

 本 年 度 は 、 県 道 付 け 替 え 工 事 を 更 に

進 めるとともに、ダム下 流 の工 事 用 道 路

にも着 手 する予 定 です。また、来 年 度 以

降 の 順 調 な工 事 拡 大 に 向 けて 、 引 き 続

き、水 没 地 、道 路 用 地 等 の用 地 取 得 を

進 めるとと もに、 用 地 調 査 、 技 術 調 査 を

実 施 してまいります。 

 私 は、３年 ぶりの現 場 事 務 所 勤 務 となり

ます。気 持 ちを新 たにして、思 川 開 発 建

設 所 職 員 が一 丸 となって事 業 を進 めてま

いります。地 権 者 の皆 様 、地 域 住 民 の皆

様 、関 係 行 政 機 関 、利 水 者 の皆 様 のご

理 解 、ご支 援 をよろしくお願 い申 し上 げま

す。 

 

皆様と思川開発事業を結ぶネットワーク   2007年 5月 25日 第 23号 
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所長 新任挨拶  
          

 思 川 開 発 建 設 所 長  進藤  裕之   

 

 19 年度が始まりました。人事異動もありましたが、更なる事業の推進に向け、職

員一同頑張って参ります。  

 また、当事業所は、栃木県警察本部長並びに栃木県安全運転管理者協議会長より、

「優良安全運転管理者選任事業所」の表彰を受けました。これからも職員一人一人が、

安全運転に心がけ、無事故無違反を続けて参りたいと思います。 



        －水がささえる豊かな社会－ 独立行政法人水資源機構 思川開発建設所                                    －水がささえる豊かな社会－ 独立行政法人水資源機構 思川開発建設所  
                                           ―2―                                                                                                          －3― 

        
 
 

平成１９事業年度予算の決定 

と思川開発事業の進捗状況に 

ついて 
 

 

思川開発事業の平成 19 事業年度事業費は

79 億 2 千万円です。 

  思川開発事業は、平成 13 年 12 月水没損失

補償基準締結後、生活再建を最優先に南摩ダ

ム水没予定地の用地取得に取り組んでいます。  

 

平成 19 年 3 月末で、水没等移転家屋につい

ては、100％契約済となっており、また、水 没 等

用地の取得 については、約 90％に達していま

す。 

  平成 19 年度は、水没地及び付替県道の用地

取 得 等の進 捗を図ると共に付 替 県 道、工 事 用

道路の工事及び、ダム、導水路の調査・設 計、

環境調査などを実施します。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

   
    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

水 資 源 機 構 では 、 職 員 の 環 境 に 対 する 意

識 と 知 識 の 向 上 を 図 る た め 、 環 境 学 習 会 を

実 施 しており ます。その 一 環 として ２月 末 に 環

境 保 全 活 動 に 積 極 的 に 取 り 組 ん でいる 埼 玉

県 秩 父 郡 小 鹿 野 町
お が の ま ち

堂 上
ど う じ ょ う

に あ る 「 節 分
せ つ ぶ ん

草
そ う

園
え ん

」

を視 察 しました。 

 

 こ の 「 節 分 草 園 」 は 、 元 来 、 節 分
せ つ ぶ ん

草
そ う

の 自 生

地 であり、節 分 草 の開 花 時 期 である 2 月 下 旬

頃 から 3 月 中 旬 頃 にだけ開 園 し、小 鹿 野 町

が管 理 しています。その広 さたるや約 5,500 ㎡

(テニスコート 20 個 分 の広 さ！）を誇 ります。視

察 し た 日 は 平 日 の 昼 間 であ っ た に もか か わ ら

ず、沢 山 の見 学 者 で一 杯 でした。 暖 冬 の 影

響 でし ょ う か 、 例 年 と 比 較 し て もか な り 早 い 時

期 に開 花 したよ うです 。視 察 の 当 日 の 混 雑 ぶ

り は 、 Ｔ Ｖ ニ ュ ー ス や 新 聞 で 節 分 草 園 の 開 花

状 況 (七 分 咲 き 程 度 でし た。 ）が 取 り 上 げら れ

たことも影 響 しているようです。 

 自 生 地 の保 護 と 利 用 の促 進 を図 るため、小

鹿 野 町 では「 小 鹿 野 町 堂 上 節 分 草 園 条 例 」

を 平 成 １７ 年 に 制 定 し て い ま す 。 条 例 制 定 を

機 と して 、入 園 料 を 徴 収 して、 園 の 維 持 管 理

に役 立 てています。 

 節 分 草 は 、『 栃 木 県 レ ッ ドデ ータブ ッ ク』 （ 絶

滅 のおそ れのある 野 生 動 植 物 を リスト ア ップし

て、その現 状 をまとめた報 告 書 ）では、絶 滅 危

惧 Ⅱ 類 （ Ｂラ ン ク 、「 絶 滅 の 危 険 が 増 大 し てい

る生 物 」）と定 義 されています。岡 山 県 や広 島

県 には、節 分 草 を守 るための保 護 区 を設 けて

いる自 治 体 もあるということです。 

 節 分 草 は、満 開 のときは一 面 に白 い花 が咲

き、地 面 一 帯 が雪 に覆 われたように美 しく白

い花 が咲 き誇 ることから、各 地 で盗 掘 が相 次

ぎ、減 少 している原 因 の一 つとなっています。

節 分 草 園 では人 間 の盗 掘 や近 くの山 からくる

シカやイノシシの侵 入 を防 ぐため、周 り一 帯 は

囲 いが設 けられて厳 重 に節 分 草 を保 護 して

いました。 

 南 摩 の 地 に お い て も 節 分 草 の 盗 掘 が 後 を

絶 た な い た め 、 保 護 が 必 要 と な る 植 物 です 。

それを 保 護 するの も相 当 な 努 力 を 必 要 と する

という認 識 を新 たにしました。 

 今 回 の 視 察 で得 た 情 報 や 知 識 を今 後 の 環

境 保 全 活 動 に 活 か して いき たい と 思 い ま すの

で、ご協 力 を宜 しくお願 い致 します。 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

雪 の よ う に 地 を 覆 う 節 分 草  

セツブンソウ自生地を視察しました 

19 年 4 月 か ら 、 鹿 沼 事 務 所 内 に

新 た に 道 路 工 事 課 が 設 置 さ れ ま し

た 。付 替 県 道 工 事 等 の 調 整 、監 督 業

務 が 主 な 仕 事 で す 。よ ろ し く お 願 い

い た し ま す 。  

                
前号にて紹介しました思川開発事業において初めての付替県道工事となる

「付替県道杓子沢工区その１工事」（延長１５０ｍ）が完成しました。地域

の皆様のご協力により、無事故で工事を終えることが出来ました。今年度も

引き続き付替県道工事を予定しており、通行等にご迷惑をおかけすると思い

ますが、ご理解とご協力の程よろしくお願い致します。  

   
完 成 後 の 付 替 県 道          施 工 中 の 付 替 県 道  


